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第 1 には、世界に先駆けての大量生産の開始、第 2 には、諸外国に抜きんでた所得の上昇、
第 3 には、階級消費ではない同質的な消費をする中産階級の出現などの要因が、浮かび上がっ









































































































－ 5 － 
ドで今日まで続いているといわれているのが「白鹿」である。 






















































 同社史によれば、創業時の寛文（1661-1673）年間には 100 石前後であった。その後、元禄
（1688-1704）年間から安永（1772-1781）年間までの期間の酒造石高は年間 200～400 石程度で
著しい発展もなかったが、1804（文化 1）年には 1,400 石、1889（明治 22）年には酒造石高全












登録をしている（注 21）。また、「白鹿」、「菊正宗」よりも創業が古い「月桂冠」は 1905 年に商標
登録されたが、その前のブランドは、1897 年に商標登録された「鳳麟正宗」であり、1637（寛




法人化をなし、資本金 50 万円で辰馬本家酒造株式会社を設立した（注 24)。また、1920（大正 9）
年には、｢黒松白鹿｣の創造、展開を開始し、「白鹿」のブランド拡張をした（注 25）。1930（昭和
























さらに、グローバル・ブランドにまで発展し、2009 年に生誕 250 年を迎えたビールのロングラ
イフ・ブランド｢ギネス｣がある。 
































































を抱えるようになった（注 39）。1880 年から 1900 年にかけて、瓶詰で販売されていた「ギネスの
スタウト」は顧客の強力なロイヤルティを獲得し、他社の系列パブにおいて商品構成上必要な
ブランドとなり、イギリス全土の消費者に提供することができたのである（注 40）。 























ある。企業寿命の定説の十倍以上、なんと 320 年余（彼の書籍が出版されたのは今から約 20
年前であり、今では 340 年になる）の時の流れの中を洋々と生き抜いてきている」。（注 46）彼がい
うキッコーマンの 300 年余りの歴史があるというのは、もちろん当初は家業であったが、企業































醤油醸造業者は第 2 次世界大戦以前では全国に 8,000 を数える地場産業であった（注 54）。した
がって、「亀甲萬」がナショナル・ブランドへと発展するのはかなりな障害が存在していた。そ





治家の当主はブランド料として 100 万円を要求したが、結局 30 万円で折り合いがつき新会社が
設立されたのである（注 55）。これはブランド「亀甲萬」が財産価値を持つものであるということ
が認識されていたことにほかならない。 




体制を実現したのは 1926 年になってからのことである（注 56）。さらに、日本が戦時経済下の 1940


























































































































                                
図 1 「マーケティングの発展とマーケティング認識の変遷」 















17 世紀後半には日本において「白鹿」のブランドの創造と展開がみられ始め、続いて 18 世紀
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